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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１開口部および第２開口部が形成された筺体と、
　前記筐体に脱着可能に取り付けられて前記第１開口部を覆う第１カバー部材と、
　前記筐体に脱着可能に取り付けられて前記第２開口部を覆う第２カバー部材と、
　前記筐体に形成された被取付部に取付可能に構成されて、前記第１カバー部材に第１接
続部を介して接続されるとともに前記第２カバー部材に第２接続部を介して接続された取
付部材と、を備え、
　前記第１接続部は、前記取付部材から第１の方向に延設され、
　前記第２接続部は、前記取付部材から前記第１の方向と交差する第２の方向に延設され
、
　前記第１カバー部材は、前記第１接続部を介して、前記取付部材を通り前記第１の方向
および前記第２の方向を含む面に対して揺動可能に構成され、
　前記第２カバー部材は、前記第２接続部を介して、前記取付部材を通り前記第１の方向
および前記第２の方向を含む面に対して揺動可能に構成されることを特徴とする、携帯端
末。
【請求項２】
　前記第１カバー部材は、前記筐体における第１面に配置され、
　前記第２カバー部材は、前記筐体における第２面に配置されることを特徴とする、請求
項１記載の携帯端末。
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【請求項３】
　前記第１面と前記第２面とは、前記筐体において互いに連続する面であることを特徴と
する、請求項２記載の携帯端末。
【請求項４】
　前記取付部材は、前記第１面または前記第２面のいずれかに配置されることを特徴とす
る、請求項２または請求項３記載の携帯端末。
【請求項５】
　前記第１カバー部材は、その第１カバー部材の短手方向で前記取付部材に接続され、
　前記第２カバー部材は、その第２カバー部材の長手方向で前記取付部材に接続されてい
ることを特徴とする、請求項１から４までの何れか１項記載の携帯端末。
【請求項６】
　前記第１開口部に対向して配置された外部接続端子用コネクタと、
　前記筐体に形成された第２開口部に対向して配置されたカード用コネクタと、をさらに
備えることを特徴とする、請求項１から５までの何れか１項記載の携帯端末。
【請求項７】
　前記第１カバー部材と前記第２カバー部材と前記取付部材とが一体に形成されているこ
とを特徴とする、請求項１から６までの何れか１項記載の携帯端末。
【請求項８】
　第１開口部および第２開口部が形成された筺体と、
　前記筐体に脱着可能に取り付けられて前記第１開口部を覆う第１カバー部材と、
　前記筐体に脱着可能に取り付けられて前記第２開口部を覆う第２カバー部材と、
　前記筐体に形成された被取付部に取付可能に構成されて、前記第１カバー部材の一端部
に第１接続部を介して接続されるとともに前記第２カバー部材の一端部に第２接続部を介
して接続された取付部材と、を備え、
　前記第１開口部は、前記筐体において、前記取付部材の前記被取付部に対する取付方向
に沿った面に形成され、
　前記第２開口部は、前記筐体において、前記取付方向に垂直な面に形成され、
　前記第１カバー部材は、他端部が前記第１接続部を介して前記取付部材に対して揺動す
ることで前記筐体に対して脱着され、
　前記第２カバー部材は、他端部が前記第２接続部を介して前記取付部材に対して揺動す
ることで前記筐体に対して脱着され、
前記第１カバー部材は、前記筐体に取り付けられたときに、その短手方向が前記取付方向
と略一致することを特徴とする、携帯端末。
【請求項９】
　前記取付方向に沿った面と前記取付方向に垂直な面とは、前記筐体において互いに連続
する面であることを特徴とする、請求項８記載の携帯端末。
【請求項１０】
　前記第１取付部材の長手方向と、前記筐体の長手方向とが一致することを特徴とする、
請求項８または請求項９記載の携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、筐体に形成された第１開口部に対向して配置された第１コネクタ部材と、
前記筐体に形成された第２開口部に対向して配置された第２コネクタ部材と、前記筐体に
脱着可能に取り付けられて前記第１開口部を覆う第１カバー部材と、前記筐体に脱着可能
に取り付けられて前記第２開口部を覆う第２カバー部材とを備える携帯端末に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　上記の如き携帯端末としては例えば携帯電話機が知られており、従来の携帯電話機は通
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常、液晶画面と文字入力キーとを持つ一体型や開閉型の筐体を具え、その筐体内に外部端
子用コネクタとしての充電用コネクタやイヤホン用コネクタ等の他、カード用コネクタと
しての外部メモリ用コネクタが設けられるとともに、その筐体にそれぞれのコネクタに対
向する開口部が形成され、それらの開口部を覆うカバー部材がそれぞれ個別に、その筐体
に脱着可能に取り付けられている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　そして上記のように複数のコネクタ用の複数のカバー部材を筐体に取り付けるに際し、
従来の携帯電話機では、複数のコネクタにそれぞれ対向する複数の開口部を覆う複数のカ
バー部材がそれぞれ個別に、そのカバー部材に接続部を介して取付部材を接続されてカバ
ーを構成しており、それらのカバーの取付部材が、複数の開口部にそれぞれ隣接して上記
筐体に形成された複数の被取付部にそれぞれ取り付けられている。
【特許文献１】特開２００４－２１４９６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら上記のように複数の開口部を覆う複数のカバー部材がそれぞれ個別に取付
部材を接続されてカバーを構成し、それらのカバーの取付部材が上記筐体の被取付部にそ
れぞれ取り付けられていると、各々のカバー全体が大きくなって携帯端末が大型化するば
かりでなく、カバーが携帯端末の外観に占める割合が高くなって携帯端末のデザイン上の
制約が大きくなり、さらに、部品点数が増えるとともに、組み付け工数が増えるという問
題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明は、上記課題を有利に解決することを目的とするものであり、請求項１記載の
この発明の携帯端末は、第１開口部および第２開口部が形成された筺体と、前記筐体に脱
着可能に取り付けられて前記第１開口部を覆う第１カバー部材と、前記筐体に脱着可能に
取り付けられて前記第２開口部を覆う第２カバー部材と、前記筐体に形成された被取付部
に取付可能に構成されて、前記第１カバー部材に第１接続部を介して接続されるとともに
前記第２カバー部材に第２接続部を介して接続された取付部材と、を備え、前記第１接続
部は、前記取付部材から第１の方向に延設され、前記第２接続部は、前記取付部材から前
記第１の方向と交差する第２の方向に延設され、前記第１カバー部材は、前記第１接続部
を介して、前記取付部材を通り前記第１の方向および前記第２の方向を含む面に対して揺
動可能に構成され、前記第２カバー部材は、前記第２接続部を介して、前記取付部材を通
り前記第１の方向および前記第２の方向を含む面に対して揺動可能に構成されることを特
徴としている。
　また、請求項８記載のこの発明の携帯端末は、第１開口部および第２開口部が形成され
た筺体と、前記筐体に脱着可能に取り付けられて前記第１開口部を覆う第１カバー部材と
、前記筐体に脱着可能に取り付けられて前記第２開口部を覆う第２カバー部材と、前記筐
体に形成された被取付部に取付可能に構成されて、前記第１カバー部材の一端部に第１接
続部を介して接続されるとともに前記第２カバー部材の一端部に第２接続部を介して接続
された取付部材と、を備え、前記第１開口部は、前記筐体において、前記取付部材の前記
被取付部に対する取付方向に沿った面に形成され、前記第２開口部は、前記筐体において
、前記取付方向に垂直な面に形成され、前記第１カバー部材は、他端部が前記第１接続部
を介して前記取付部材に対して揺動することで前記筐体に対して脱着され、前記第２カバ
ー部材は、他端部が前記第２接続部を介して前記取付部材に対して揺動することで前記筐
体に対して脱着され、前記第１カバー部材は、前記筐体に取り付けられたときに、その短
手方向が前記取付方向と略一致することを特徴としている。
　前記取付方向に沿った面と前記取付方向に垂直な面とは、前記筐体において互いに連続
する面であることが好ましく、前記第１取付部材の長手方向と、前記筐体の長手方向とが
一致することが好ましい。
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【発明の効果】
【０００６】
　この発明の携帯端末にあっては、少なくとも、第１コネクタ部材に対向する第１開口部
を覆う第１カバー部材と、第２コネクタ部材に対向する第２開口部を覆う第２カバー部材
とが、第１接続部と第２接続部とを介してそれぞれ取付部材に接続され、それら第１カバ
ー部材と第２カバー部材と第１接続部と第２接続部と取付部材とが一体に形成されている
ことから、第１カバー部材と第２カバー部材とがそれらに共用された取付部材で筐体の被
取付部に取り付けられるので、カバー全体を小さくして携帯端末を小型化するとともに、
カバーが携帯端末の外観に占める割合を小さくして携帯端末のデザイン上の自由度を向上
させることができ、さらに、携帯端末の部品点数およびカバー部材の組み付け工数の削減
を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明の実施の形態を実施例によって、図面に基づき詳細に説明する。ここに、
図１は、この発明の携帯端末の一実施例としての折り畳み式携帯電話機の文字入力側筐体
のみの外観を背面側から見た状態で示す斜視図、図２（ａ），（ｂ）は、上記実施例の携
帯電話機の外観を液晶側筐体から見て液晶側筐体と文字入力側筐体とを相互に開いた状態
および閉じた状態でそれぞれ示す斜視図、図３は、上記実施例の携帯電話機の文字入力側
筐体に設けられた第１カバー部材と第２カバー部材とを第１接続部と第２接続部と取付部
材と共に示す拡大斜視図、図４は、上記実施例の携帯電話機の文字入力側筐体を、それら
第１カバー部材と第２カバー部材と第１接続部と第２接続部と取付部材とから構成された
カバーを外した状態で示す拡大斜視図、図５は、上記実施例の携帯電話機の文字入力側筐
体の一部と上記カバーとを示す分解斜視図、図６（ａ），（ｂ）は、上記カバー単体を図
３に示す方向およびその反対側（裏側）から見た状態でそれぞれ示す斜視図であり、図中
符号１は、上記実施例の携帯電話機を示す。
【０００８】
　この実施例の携帯電話機１は、図２に示すように、液晶側筐体２と文字入力側筐体３と
を備え、液晶側筐体２は、フロントケース２ａとリアケース２ｂとが相互に嵌合固定され
て構成され、文字入力側筐体３は、フロントケース３ａとリアケース３ｂとが相互に嵌合
されるとともにネジで固定されて構成されており、液晶側筐体２と文字入力側筐体３とは
、連結部としてのヒンジ部４を介して相互に開閉自在とされている。
【０００９】
　液晶側筐体２は、フロントケース２ａとリアケース２ｂとの内部に図示しない基板を内
蔵し、その基板の表面に設置された液晶表示ユニット５がフロントケース２ａから表出し
ている。またその基板には、スピーカ等の各種電子部品が実装されて電気的に接続されて
いる。一方、文字入力側筐体３は、フロントケース３ａとリアケース３ｂとの内部に図示
しない基板を内蔵し、その基板の表面に図示しない金属フレームを介して設置されたキー
ボタンシート６がフロントケース３ａから表出している。またその基板には、マイク等の
各種電子部品が実装されて電気的に接続されている。
【００１０】
　文字入力側筐体３には、図３および図４に示すように、第１開口部としての外部端子用
開口部３ｃと、第２開口部としての外部メモリ用開口部３ｄとが形成されており、文字入
力側筐体３内の上記基板には、外部端子用開口部３ｃに対向して配置された、第１コネク
タ部材としての図示しない外部接続端子用コネクタ（図示例ではイヤホン用コネクタ）と
、外部メモリ用開口部３ｄに対向して配置された、第２コネクタ部材としての図示しない
外部メモリ（メモリカード）用コネクタとが搭載されている。なお、第１コネクタ部材お
よび第２コネクタ部材は、外部接続端子用コネクタまたは外部メモリ用コネクタに限定さ
れるものでなく、外部部材との接続や装着を伴うコネクタであれば良い。
【００１１】
　さらにこの実施例の携帯電話機１は、図３に示すように、文字入力側筐体３に設けられ
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たカバー７を備えており、そのカバー７は、文字入力側筐体３に対し離脱および掛合する
ことで文字入力側筐体３に着脱可能に取り付けられて外部端子用開口部３ｃを覆う、第１
カバー部材としての外部端子用カバー部材７ａと、同じく文字入力側筐体３に対し離脱お
よび掛合することで文字入力側筐体３に脱着可能に取り付けられて外部メモリ用開口部３
ｄを覆う、第２カバー部材としての外部メモリ用カバー部材７ｂと、文字入力側筐体３に
形成された被取付部としての掛合凹部３ｅにフロントケース３ａとリアケース３ｂとの分
解状態で掛合するとともにフロントケース３ａとリアケース３ｂとの組付けによりその掛
合凹部３ｅから外れ止めされる掛合突部７ｃを有することでその掛合凹部３ｅに取付可能
とされて外部端子用カバー部材７ａに接続されるとともに外部メモリ用カバー部材７ｂに
接続された取付部材７ｄと、外部端子用カバー部材７ａと取付部材７ｄとを接続する第１
接続部７ｅと、外部メモリ用カバー部材７ｂと取付部材７ｄとを接続する第２接続部７ｆ
とにより構成されている。なお、取付部材７ｄの、掛合凹部３ｅへの取付構造は、上述し
た構成に限定されるものでなく、取付部材７ｄが掛合凹部３ｅに着脱可能にまたは取り外
し不能に取り付けられる構成であれば良い。
【００１２】
　ここで、外部端子用カバー部材７ａと外部メモリ用カバー部材７ｂと掛合突部７ｃと取
付部材７ｄと第１接続部７ｅと第２接続部７ｆとは、軟質の樹脂により一体成形で形成さ
れており、外部メモリ用カバー部材７ｂは、文字入力側筐体３の、取付部材７ｄが配置さ
れる表面である背面（図３では上向きの面）に配置され、また外部端子用カバー部材７ａ
は、文字入力側筐体３の側面（図３では左向きの面）に配置されており、さらに第１接続
部７ｅと第２接続部７ｆとは、取付部材７ｄからの延設方向が互いに異なって、第２接続
部７ｆが文字入力側筐体３の上記背面に配設されるとともに、第１接続部７ｅが文字入力
側筐体３の上記側面と背面との間の稜線に合わせて湾曲して形成されて、その稜線上に配
置されている。なお、カバー７は、外部端子用カバー部材７ａと外部メモリ用カバー部材
７ｂとを硬質の樹脂で形成するとともに、取付部材７ｄと第１接続部７ｅと第２接続部７
ｆとを軟質の樹脂で形成し、それら硬質の樹脂と軟質の樹脂とで２色成形して一体成形す
るようにしても良い。
【００１３】
　そして図３および図６に示すように、第１接続部７ｅと第２接続部７ｆとは、取付部材
７ｄよりも薄く形成されて、外部端子用カバー部材７ａと外部メモリ用カバー部材７ｂと
の開閉の際の取付部材７ｄに対するそれら外部端子用カバー部材７ａと外部メモリ用カバ
ー部材７ｂとの揺動を容易にされ、また外部端子用カバー部材７ａはその短手方向で第１
接続部７ｅと接続され、その一方外部メモリ用カバー部材７ｂはその長手方向で第２接続
部７ｆと接続されている。
【００１４】
　なお、この実施例の携帯電話機１は、図５に示すように、文字入力側筐体３の、カバー
７を備える側と反対側の側面にも、文字入力側筐体３内の上記基板上に搭載された充電用
コネクタや光通信用送受信部等のための開口部を覆うもう一つのカバー８を備えている。
【００１５】
　かかるこの実施例の携帯電話機１にあっては、外部端子用コネクタに対向する外部端子
用開口部３ｃを覆う外部端子用カバー部材７ａと、外部メモリ用コネクタに対向する外部
メモリ用開口部３ｄを覆う外部メモリ用カバー部材７ｂとが、第１接続部７ｅと第２接続
部７ｆとを介してそれぞれ取付部材７ｄに接続され、それら外部端子用カバー部材７ａと
外部メモリ用カバー部材７ｂと第１接続部７eと第２接続部７ｆと取付部材７ｄとが一体
に形成されていることから、外部端子用カバー部材７ａと外部メモリ用カバー部材７ｂと
がそれらに共用された一つの取付部材７ｄによって文字入力側筐体３の掛合凹部３ｅに取
り付けられる。
【００１６】
　従ってこの実施例の携帯電話機１によれば、カバー７全体を小さくして携帯電話機１を
小型化するとともに、カバー７が携帯電話機１の外観に占める割合を小さくして携帯電話
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機１のデザイン上の自由度を向上させることができ、さらに、携帯電話機１の部品点数お
よびカバー部材７ａ，７ｂの組み付け工数の削減を図ることができる。
【００１７】
　しかもこの実施例の携帯電話機１によれば、外部メモリ用カバー部材７ｂは、掛合凹部
の、取付部材７ｄが配置される表面である背面と同一の面に配置されるので、カバー７の
デザイン上の制約を少なくすることができるとともに、携帯電話機１の外観デザイン上の
制約を抑制することができる。
【００１８】
　さらにこの実施例の携帯電話機１によれば、第１接続部７ｅと第２接続部７ｆとは、取
付部材７ｄからの延設方向が互いに異なって配設されているので（特にこの実施例ではそ
れらの延設方向が互いに直角となっているので）、カバー部材７ａ，７ｂの一方を文字入
力側筐体３から外した場合に他方のカバー部材にその外す方向の応力が作用して他方のカ
バー部材が文字入力側筐体３から外れることを抑制することができる。
【００１９】
　さらにこの実施例の携帯電話機１によれば、外部端子用カバー部材７ａ用の第１接続部
７ｅは湾曲して形成されているので、外部端子用カバー部材７ａが文字入力側筐体３の、
取付部材７ｄが取り付けられた表面と異なる表面に脱着可能に取り付けられても、第１接
続部７ｅに癖がつきにくくなり、また第１接続部７ｅを長くしても余分なスペースが取ら
れないので、カバー７の表面に塗装する場合に第１接続部７ｅを長くしてその第１接続部
７ｅの塗装を剥がれにくくすることができる。
【００２０】
　さらにこの実施例の携帯電話機１によれば、第１コネクタ部材が外部接続端子用コネク
タにより構成されるとともに、第２コネクタ部材がメモリカード用コネクタにより構成さ
れていて、外部端子用カバー部材７ａがその短手方向で第１接続部材７ｅに接続されてい
ることから、比較的長時間接続される外部接続端子が外部接続端子用コネクタに接続され
た状態で外部端子用カバー部材７ａが文字入力側筐体３の外側に大きく飛び出ることを抑
制することができ、また外部メモリ用カバー部材７ｂがその長手方向で第２接続部材７ｆ
に接続されていることから、その外部メモリ用カバー部材７ｂを比較的大きく文字入力側
筐体３から飛び出させ得て、文字入力側筐体３に対する外部メモリ用メモリカードの出し
入れを容易なものとすることができる。
【００２１】
　以上、図示例に基づき説明したが、この発明は上述の例に限定されるものでなく、特許
請求の範囲の記載範囲内で適宜変更し得るものであり、例えば第１および第２カバー部材
は取付部材に対し互いに同一の側に接続されても、互いに反対側に接続されても良い。ま
た第１および第２カバー部材と取付部材とは筐体の互いに異なる表面に配置されても良く
、その場合に第１カバー部材と第２カバー部材とも筐体の互いに異なる表面に配置されて
いても良い。このように、第１カバー部材と第２カバー部材と取付部材とを携帯電話機１
の筐体の任意の位置に配置することにより、カバー７の設置に伴う携帯電話機１に外観デ
ザイン上の制約を抑制できるとともに、各コネクタ部材の配置の自由度が向上し、携帯電
話機１をよりコンパクトに構成することができる。
【００２２】
　また、上記実施例では外部接続端子用コネクタとしてイヤホン用コネクタについて説明
したが、外部接続端子用コネクタはこれに限定されず、充電用コネクタ等のように外部接
続端子と接続可能に構成されるものであれば良い。
【００２３】
　さらに、この発明は、折り畳み式だけでなく水平回転式や二軸ヒンジ式等の携帯電話機
や一体型の携帯電話機にも適用でき、さらには携帯電話機以外の、例えばパームトップコ
ンピュータ等の携帯端末にも適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
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　かくしてこの発明の携帯端末によれば、カバー全体を小さくして携帯端末を小型化する
とともに、カバーが携帯端末の外観に占める割合を小さくして携帯端末のデザイン上の自
由度を向上させることができ、さらに、携帯端末の部品点数およびカバー部材の組み付け
工数の削減を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】この発明の携帯端末の一実施例としての折り畳み式携帯電話機の文字入力側筐体
のみの外観を背面側から見た状態で示す斜視図である。
【図２】（ａ），（ｂ）は、上記実施例の携帯電話機の外観を液晶側筐体から見て液晶側
筐体と文字入力側筐体とを相互に開いた状態および閉じた状態でそれぞれ示す斜視図であ
る。
【図３】上記実施例の携帯電話機の文字入力側筐体に設けられた第１カバー部材と第２カ
バー部材とを第１接続部と第２接続部と取付部材と共に示す拡大斜視図である。
【図４】上記実施例の携帯電話機の文字入力側筐体を、上記第１カバー部材と第２カバー
部材と第１接続部と第２接続部と取付部材とから構成されたカバーを外した状態で示す拡
大斜視図である。
【図５】上記実施例の携帯電話機の文字入力側筐体の一部と上記カバーとを示す分解斜視
図である。
【図６】（ａ），（ｂ）は、上記カバー単体を図３に示す方向およびその反対側から見た
状態でそれぞれ示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１　携帯電話機
　２　液晶側筐体
　２ａ，３ａ　フロントケース
　２ｂ，３ｂ　リアケース
　３　文字入力側筐体
　３ｃ　外部端子用開口部
　３ｄ　外部メモリ用開口部
　３ｅ　掛合凹部
　４　ヒンジ部
　５　液晶表示ユニット
　６　キーボタンシート
　７，８　カバー
　７ａ　外部端子用カバー部材
　７ｂ　外部メモリ用カバー部材
　７ｃ　掛合突部
　７ｄ　取付部材
　７ｅ　第１接続部
　７ｆ　第２接続部
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